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平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

第

四

千

五

十

五

号

増

刊

②

　
　
　
　

規
　
　
　
則
（
第
五
十
三
号

－

第
五
十
五
号
）

○
福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
自
然
環
境
課
）
…
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
団
体
指
導
課
）
…
…
…
…
…
二

○
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

　

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
二

　
　
　
　

企
　
業
　
局

○
福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
程�
（
企
業
局
管
理
課
）
…
…
…
…
一
一

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
一
九

○
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

　

改
正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
〇

○
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
一

○
福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
三

○
福
岡
県
の
職
員
の
宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
三

○
福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　

る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
三

○
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
四

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
五
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
中
第
十
一
号
の
五
を
第
十
一
号
の
六
と
し
、
第
十
一
号
の
四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る

。
　

十�

一
の
五　

境
界
標
（
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
七
十
七
条
第
一

項
第
九
号
に
規
定
す
る
境
界
標
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
十
一
号
の
六
の
次
に
次
の
七
号
を
加
え
る
。

　
十�

一
の
七　

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
無
線
設

備
を
改
築
し
、
又
は
増
築
（
新
た
に
増
築
す
る
無
線
設
備
の
高
さ
が
、
既
存
の
無
線
設
備
の
高
さ

又
は
そ
れ
が
付
帯
す
る
工
作
物
の
高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
高
い
方
の
位
置
を
超
え
な
い
も
の
に
限

る
。
）
す
る
こ
と
。

　
十�

一
の
八　

既
存
の
電
線
、
電
話
線
又
は
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
既
存
の
規
模
を
超
え
な
い
範
囲
（
径
の

変
更
を
除
く
。
）
で
張
り
替
え
る
こ
と
（
色
彩
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
。

　
十
一
の
九　

電
柱
に
付
帯
す
る
変
圧
器
を
既
存
の
規
模
を
超
え
な
い
範
囲
で
交
換
す
る
こ
と
。

　
十�

一
の
十　

支
持
物
か
ら
他
の
支
持
物
を
経
ず
に
需
要
場
所
の
引
込
口
に
至
る
電
線
、
電
話
線
及
び

通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
十�
一
の
十
一　

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律

第
七
十
五
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
」
と
い
う
。
）
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と

。

　
十�

一
の
十
二　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
人
、
家
畜
又
は
農
作
物
に
対
す
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
カ
メ
ラ
を

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則
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設
置
し
、
又
は
柵
、
金
網
そ
の
他
必
要
な
施
設
（
そ
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
施
設
で

あ
つ
て
、
道
路
そ
の
他
公
衆
の
通
行
し
、
又
は
集
合
す
る
場
所
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て

い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
若
し
く
は
増
築
す
る
こ
と
。

　
十�

一
の
十
三　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六

年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
来
生
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

特
定
外
来
生
物
」
と
い
う
。
）
の
防
除
の
目
的
で
、
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十�

七
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
十
八
号
中
「
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
四
号
の
十�

六
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　
二�

十
四
の
十
六
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
標
識
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

を
掲
出
し
、
若
し
く
は
設
置
し
、
又
は
工
作
物
等
に
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
こ
と
。

　
二�

十
四
の
十
六
の
三　

特
定
外
来
生
物
の
防
除
の
目
的
で
、
標
識
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
掲

出
し
、
若
し
く
は
設
置
し
、
又
は
工
作
物
等
に
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
中
第
二
十
五
号
の
二
を
第
二
十
五
号
の
二
の
二
と
し
、
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　
二�

十
五
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
条
例
第
十
七
条
第
三
項
第
十
一
号
の
規
定

に
よ
り
知
事
が
指
定
す
る
植
物
を
採
取
し
、
又
は
損
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二�

十
五
の
四
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
動
物
を
捕
獲
し
、
若
し
く
は
殺
傷
し

、
又
は
当
該
動
物
の
卵
を
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
六
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二�

十
五
の
六
の
二　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章

の
規
定
に
よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
動
物
を
捕
獲
し
、
若
し
く
は
殺
傷
し
、
又
は

当
該
動
物
の
卵
を
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
九
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二
十
五
の
九
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
動
物
を
放
つ
こ
と
。

　

第
十
七
条
第
二
十
五
号
の
十
三
ロ
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
の
三
第
一
号
イ
中
「
第
二
十
五
号
の
五
」
の
下
に
「
、
第
二
十
五
号
の
五
の
三
」
を
加
え

る
。

　

第
二
十
条
第
一
号
中
「
第
十
一
号
の
五
」
を
「
第
十
一
号
の
十
三
」
に
、
「
第
二
十
四
号
の
十
六
」

を
「
第
二
十
四
号
の
十
六
の
三
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
五
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
四
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
と
す
る
。

　

第
四
十
七
条
中
「
第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
第
二
十
二
号
」
を
「
第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
第
二
十�

一
号
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
十
四
号
中　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
十
九
号
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
五
十
五
号

　
　
　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規

様
式
第
43号
　
削
除

「
第
24条
第
２
項
」

「
第
231条

第
１
項
第
22号
」

「
第
231条

第
１
項
第
21号
」

「
第
24条
」
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則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和

三
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
八
条
第
二
項
第
六
号
の
表
社
会
福
祉
作
業
手
当
の
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別表第１（第２条関係）

  労務職給料表

職務の級 １　　級 ２　　級 ３　　級 ４　　級 ５　　級

給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円

職員
の区
分○ 号給

再任
用職
員以
外の
職員
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再任
用職
員以
外の
職員
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再任
用職
員○

再任
用職
員以
外の
職員
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○○再任用職員の項の額又は当該職員の属する職務の級及び当該職員の受ける号給に対応する額にその者につい
○○て定められた１週間当たりの勤務時間を38時間45分で除して得た数を乗じて得た額（その額に１円未満の端
○○数があるときは、その端数を切り捨てた額）とする。

備考○短時間勤務職員の給料月額は、この表の規定にかかわらず、この表の当該職員の属する職務の級に応じた
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別
表
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別表第５（第３条関係）

２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級

○○昇　格　時　号　給　対　応　表

昇格した日の前日に受
けていた号給

昇　格　後　の　号　給
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別
表
第
六
の
表
一
級
の
項
中　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
二
級
の
項
中　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
三
級
の
項
中　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　
（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則（
以
下「
改
正
後
の
規
則
」と
い
う
。）

別
表
第
一
、
別
表
第
五
及
び
別
表
第
六
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
（
給
与
の
内
払
）

２�　

改
正
後
の
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
単
純
な
労

務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て

支
給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

　
（
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
）

３�　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
福
岡
県
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に

よ
る
。

　

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
企
業
管
理
者　
　

家　

守　

良　

明　
　

福
岡
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号

　
　
　

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
程

　

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
福
岡
県
企
業
局

管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

「
6,100円

」
「
6,200円

」

「
7,400円

」
「
8,300円

」
「
8,400円

」

「
7,300円

」

企
　
業
　
局
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別表第１（第２条関係）企業職給料表（一）

職務の級 １　　級 ２　　級 ３　　級 ４　　級 ５　　級 ６　　級 ７　　級

給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円 円 円

職員
の区
分○ 号　　給

再任
用職
員以
外の
職員
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再任
用職
員以
外の
職員
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再任
用職
員以
外の
職員
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再任
用職
員○

再任
用職
員以
外の
職員

備考○この表は、他の給料表の適用を受けない全ての職員に適用する。



第４０５５号 増刊②福 岡 県 公 報平成 30 年 12 月 28 日　金曜日 16

別表第２（第２条関係）　企業職給料表(二)

職務の級 １　　級 ２　　級 ３　　級 ４　　級 ５　　級

給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円

職員
の区
分○ 号　　給

再任
用職
員以
外の
職員
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再任
用職
員以
外の
職員
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再任
用職
員○

再任
用職
員以
外の
職員

備考○この表は、自動車運転士の職務に従事する技能員及び主任技能員に適用する。
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附
　
則

　
（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の

給
与
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

　
（
給
与
の
内
払
）

２�　

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
福
岡
県
公

営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与
は
、

改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

　
（
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
）

３�　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
福
岡
県
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に

よ
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

　

（
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
人

事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
十
二
条
の
二
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
額
）

　

第�

十
二
条
の
二
十　

県
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十�

二
条
の
四
第
二
項
第
二
号
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
人
事
委
員

会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
等
で
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所

要
回
数
が
二
十
一
回
に
満
た
な
い
職
員
と
す
る
。

　

２�　

県
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
四
第
二

項
第
二
号
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　
　

一�　

自
動
車
等
の
使
用
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員　

二
千
円
を
二
十
一
で

除
し
て
得
た
額
に
そ
の
者
の
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

　
　

二�　

前
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員　

三
千
百
円
に
片
道
の
自
動
車
等
の
使
用
距
離
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
距
離
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
千
百
円
を
加
算
し
て
得
た
額
を
二
十
一
で
除
し

て
得
た
額
に
そ
の
者
の
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

　

第
十
二
条
の
二
十
一
第
一
号
中
「
距
離
対
応
額
」
を
「
県
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
四
第
二
項

第
二
号
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
四
第
二
項
第
二
号
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条

の
四
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
た
額
（
以
下
「
距
離
対
応
額

」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
百
分
の
百
七
十
五
」
を
「
百
分
の
百
八
十
五
」
に
、
「
百
分
の
二
百
十�

五
」
を
「
百
分
の
二
百
二
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十

」
に
、
「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

　
　

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

様
式
第
四
号
の
二
号
紙
中　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部

　

改
正
）

第�

二
条　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（

平
成
二
十
七
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
の
表
福
岡
市
を
除
く
福
岡
県
内
の
地
域
の
項
中
「
百
分
の
四
・
六
」
を
「
百
分
の
四�

人
事
委
員
会

別
表
第
１
　
削
除

別
表
改
正

 年
 月
 日

距
離
対
応

額
改
正

 年
 月
 日
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４�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
書
式
に
よ
る
通
勤
届
の
用
紙
は
、
な
お
、
当
分
の
間
、
こ
れ

を
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制

定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　

る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
人
事

委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
十
六
の
二
級
の
欄
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
、

・
六
三
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
給
与
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
二
十
の
改
正
規
定

、
第
十
二
条
の
二
十
一
の
改
正
規
定
、
別
表
の
改
正
規
定
及
び
様
式
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
一

年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２�　

第
一
条
の
規
定
（
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
給
与
規

則
の
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

（
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
特
例
）

３�　

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
給
与
規
則
第
十
二
条
の
二
十
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

号
中
「
二　

前
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員　

三
千
百
円
に
片
道
の
自
動
車
等
の
使
用
距
離
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
千
百
円
を
加
算
し
て
得
た
額
を
二
十
一
で
除
し

て
得
た
額
に
そ
の
者
の
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
二　

自
動
車
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

前
二
号
に

　

の
使
用
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員　

三
千
百
円

　

掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員　

三
万
千
八
百
円
に
片
道
の
自
動
車
等
の
使
用
距
離
五
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト

　

に
片
道
の
自
動
車
等
の
使
用
距
離
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
千
百
円

　

ル
以
上
の
距
離
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
千
二
百
円
を
加
算
し
て
得
た
額
を
二
十
一
で
除
し
て
得
た

　

を
加
算
し
て
得
た
額
を
二
十
一
で
除
し
て
得
た
額
に
そ
の
者
の
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回

　

額
に
そ
の
者
の
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の

　

数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額

　

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

）　

と
す
る
。

　
　

」

　

（
経
過
措
置
）

54

54

55

55

56

56

57

57

57

58

58

58

53

54

54

54

55

55

55

56

56

56

57

66

66

66

66

66

66

66

66

67

59

59

59

60

60

60

61

61

61

61

61

61

62

62

62

62

62

62

63

57

57

58

58

58

59

59

59

60

60

60

61

61

61

61

61

62

62

62

63

63

63

63

63

64

62

62

63

63

63

63

63
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を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
改
め
る
。

　

別
表
第
三
十
七
の
二
級
の
欄
中

　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等

の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
た
に
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
昇
給
又
は
復
職
時
等
に
お
け
る
号
給
の
調
整
以
外
の

事
由
に
よ
り
そ
の
受
け
る
号
給
に
異
動
の
あ
っ
た
職
員
の
う
ち
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
号

給
が
改
正
前
の
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正

前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
号
給
に
達
し
な
い
職
員
の
、
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日
に

お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ

る
号
給
と
す
る
も
の
と
す
る
。

３�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
た
に
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
昇
給
又
は
復
職
時
等
に
お
け
る
号
給
の
調
整
以
外
の

事
由
に
よ
り
そ
の
受
け
る
号
給
に
異
動
の
あ
っ
た
職
員
（
個
別
に
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
号
給

を
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員

と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
の
、
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二�

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

67

67

67

67

67

67

67

68

68

68

68

68

68

68

68

69

69

69

70

70

70

71

71

64

65

66

66

66

66

66

66

66

66

66

67

67

67

67

67

67

67

67

67

68

68

68

68

68

68

68

68

68

69

69

70

70

58

59

60

61

61

61

62

62

62

63

63

63

57

58

58

59

59

60

60

61

61

62

62

63

63
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職員の区分

期間の区分 １ 種 ２　種 ３　種 ４　種 １ 種 ２種 １ 種 ２種 ３種

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

33 年 以 上

34 年 未 満
34 年 以 上

35 年 未 満

27 年 以 上

28 年 未 満
28 年 以 上

29 年 未 満
29 年 以 上

30 年 未 満
30 年 以 上

31 年 未 満
31 年 以 上

32 年 未 満
32 年 以 上

33 年 未 満

21 年 以 上

22 年 未 満
22 年 以 上

23 年 未 満
23 年 以 上

24 年 未 満
24 年 以 上

25 年 未 満
25 年 以 上

26 年 未 満
26 年 以 上

27 年 未 満

15 年 以 上

16 年 未 満
16 年 以 上

17 年 未 満
17 年 以 上

18 年 未 満
18 年 以 上

19 年 未 満
19 年 以 上

20 年 未 満
20 年 以 上

21 年 未 満

 9 年 以 上

10 年 未 満
10 年 以 上

11 年 未 満
11 年 以 上

12 年 未 満
12 年 以 上

13 年 未 満
13 年 以 上

14 年 未 満
14 年 以 上

15 年 未 満

 1 年 以 上

 2 年 未 満
 2 年 以 上

 3 年 未 満
 3 年 以 上

 4 年 未 満
 4 年 以 上

 5 年 未 満
 5 年 以 上

 6 年 未 満
 6 年 以 上

 7 年 未 満
 7 年 以 上

 8 年 未 満
 8 年 以 上

 9 年 未 満

 1 年 未 満

１ 項 職 員
２項職員

３ 項 職 員 ４ 項 職 員
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る

規
則
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
の
一
の
表
中　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則

の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
七
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
号
中
「
七
千
二
百
円
」
を
「
七
千
四
百
円
」
に
、
「
一
万
八
百
円
」
を
「
一
万
千
百
円�

」
に
、
「
三
千
六
百
円
」
を
「
三
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
五
千
九
百
円
」
を
「
六
千�

百
円
」
に
、
「
八
千
八
百
五
十
円
」
を
「
九
千
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
九
百
五
十
円
」
を
「
三
千
五�

十
円
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
岡
県
の
職
員
の
宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則

の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
福
岡
県
人
事
委
員
会

規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
、
県
土
整
備
事
務
所
ダ
ム
管
理
出
張
所
又
は
河
川
総
合
開
発
事
務
所
ダ

ム
管
理
出
張
所
」
を
「
又
は
県
土
整
備
事
務
所
ダ
ム
管
理
出
張
所
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

４�　

条
例
第
五
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
毒
物
又
は
劇
物
に
係
る
立
入
検
査
の
業
務
は
、
毒
物
及

び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
十
八
条
に
規
定
す
る
立
入
検
査
の
業
務
と

す
る
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
三
千
三
百
円
」
を
「
三
千
五
百
五
十
円
」
に
、
「
二
千
九
百
円
」
を
「
三
千
百

円
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
四
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三�

十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２�　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
第
七
条

の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
を
含
む
夜
間
の
看
護
業
務
等
か
ら
適
用
す
る
。

113,400円
113,500円
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福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
八
号

事　

務　

局　
　

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
十
二
年
三
月
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
部
第
十
四
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３�　

第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
口
蹄て
い

疫
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
相
当
す
る
家
畜
伝
染
病
と
認
め
る
こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


